
審

査

報

告 

 
本

年

度

の

文

部

科

学

大

臣

賞

の

選

考

は

、

令

和

六

年

四

月

一

日

か

ら

同

七

年

三

月

三

十

一

日

に

至

る

一

年

間

に

刊

行

さ

れ

た

連

歌

・

俳

諧

・

俳

句

に

関

わ

る

著

作

が

対

象

と

な

る

。

そ

の

中

か

ら

候

補

と

な

る

著

作

七

点

を

厳

選

し

て

各

委

員

に

確

認

し

た

。

選

考

委

員

七

名

に

よ

る

そ

れ

ら

の

綿

密

な

査

読

、

そ

の

結

果

を

持

ち

寄

り

、

慎

重

な

審

議

に

よ

っ

て

選

考

が

行

わ

れ

た

。

そ

の

結

果

、

矢

羽

勝

幸

著
『

新

考 
俳

諧

論

集

』（

令

和

七

年

三

月

、
私

家

版

）
を

最

優

秀

著

作

と

し

て

推

薦

す

る

こ

と

に

決

定

し

た

。 

 

以

下

、

著

作

の

概

要

、

な

ら

び

に

各

委

員

の

推

薦

文

と

当

日

の

選

考

会

議

を

も

と

に

し

た

審

査

概

要

を

記

す

。 

著

者

傘

寿

の

自

祝

著

書

で

あ

る

本

書

は

、
十

編

の

論

文

か

ら

な

る
『

論

文

篇

』

と

『

付

篇

』

と

か

ら

構

成

さ

れ

る

。
『

付

篇

』

に

は

「

著

作

目

録

」
「

近

世

俳

人

書

簡

集

目

録

」「

信

濃

古

誹

諧

通

覧

目

録

」
が

収

載

さ

れ

る

。
著

者

は

、
こ

れ

ま

で

一

茶

は

も

と

よ

り

、

加

舎

白

雄

・

鈴

木

道

彦

・

榎

本

星

布

・

常

世

田

長

翠

ら

中

後

期

の

俳

人

の

事

蹟

と

俳

諧

の

様

相

を

、

膨

大

な

資

料

を

読

み

解

く

こ

と

で

明

ら

か

に

し

て

き

た

。 

『

論

文

篇

』（

章

番

号

は

、
中

嶋

が

付

し

た

）
で

は

、「

新

た

に

判

明

し

た
『

お

く

の

ほ

そ

道

』
の

直

江

津

・

高

田

の

俳

人

た

ち

」
（

第

一

章

）
。
「

新

出

・

安

永

六

年

高

井

几

董

宛

て

与

謝

蕪

村

書

簡

」
（

第

二

章

）
。

第

三

章

「

高

桑

闌

更

の

江

戸

二

夜

庵

開

庵

前

後

」

で

は

、

逸

書

と

推

定

さ

れ

て

い

た

、

高

桑

闌

更

安

永

三

年

十

一

月

の

江

戸

二

夜

庵

記

念

集
『

萩

の

枕

』（

氏

の

推

定

）
の

紹

介

と

翻

刻

資

料

を

中

心

に

論

じ

た

。「

加

舎

白

雄

と

一

茶

」（

第

四

章

）
。
第

五

章

の
「

一

茶

と

元

政―

一

茶

の

描

い

て

い

た

元

政

像

」

は

、

元

政

の

著

と

信

じ

ら

れ

て

き

た

偽

書

「

深

草

元

政

房

壁

書

」

の

二

種

類

の

写

本

を

あ

げ

、

そ

の

影

響

に

つ

い

て

述

べ

る

。
「
『

西

国

紀

行

』

の

一

茶

」
（

第

六

章

）
。

第

七

章

「

鈴

木

牧

之

『

十

評

発

句

集

』

の

成

立

に

つ

い

て

」

は

、

豊

富

な

資

料

を

駆

使

し

て

、

新

潟

県

善

光

寺

二

面

の

俳

諧

額

奉

納

の

お

り

刊

行

さ

れ

た

鈴

木

牧

之
『

十

評

発

句

集

』
の

、
発

起
・

募

句

・

選

句

の

過

程

を

詳

細

に

検

討

し

た

。

本

章

で

は

、

書

簡

を

基

軸

と

し

て

同

時

代

の

江

戸

座

・

雪

中

庵

・

美

濃

派

の

動

向

を

押

さ

え

、

俳

諧

の

大

衆

化

と

い

う

視

点

で

時

代

の

全

体

像

が

描

き

出

さ

れ

た

。「

新

た

に

判

明

し

た

鈴

木

牧

之

と

成

沢

雲

帯

の

交

遊―

越

後

貝

掛

奉

額

句

合

一

件

」
（

第

八

章

）
。

第

九

章

「

俳

文

学

者

月

院

社

何

丸

の

生

涯

」

は

、
『

七

部

集

大

鏡

』
『

芭

蕉

翁

句

解

参

考

』

の

著

者

と

し

て

知

ら

れ

る

月

院

社

何

丸

の

生

涯

に

つ

い

て

、

現

在

知

り

う

る

資

料

を

網

羅

し

た

も

の

で

圧

巻

で

あ

る

、

氏

の

『

俳

人

鈴

木

道

彦

の

生

涯

と

作

品

』

（

平

成

二

六

年

）

と

と

も

に

、

化

政

期

か

ら

天

保

期

の

俳

諧

研

究

の

基

礎

と

な

る

成

果

で

あ

る

。
「

放

浪

俳

人

井

上

井

月

の

美

濃

行

脚

」
（

第

十

章

）
。 

本

書

の

論

題

は

、

以

上

の

よ

う

に

多

岐

に

わ

た

る

が

、

一

茶

・

白

雄

に

、

白

雄

と

対

立

す

る

立

場

に

あ

っ

た

闌

更

を

加

え

て

一

書

の

柱

と

す

る

こ

と

で

、

三

者

を

相

互

に

関

連

さ

せ

な

が

ら

中

興

期

か

ら

文

化

文

政

期

に

わ

た

る

俳

壇

の

種

々

相

と

そ

の

実

態

の

一

側

面

を

浮

か

び

上

が

ら

せ

た

。

本

書

は

、

著

者

の

研



究

に

対

す

る

真

摯

な

姿

勢

が

十

分

に

発

揮

さ

れ

て

お

り

、

俳

諧

文

芸

の

基

層

を

広

い

視

野

か

ら

考

察

・

位

置

付

け

た

論

考

は

説

得

力

の

あ

る

堅

実

な

も

の

と

い

え

る

。 

 

令

和

七

年

八

月

四

日 
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